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「多世代が交流する 

笑顔あふれるまちへ」 ▲ミニコミ紙は世田谷区のホームページか

らもご覧になれます。二次元コード 

または、区 HP内、ミニコミ 船橋で検索 

 

災害時の情報収集方法を確認しよう！～関東大震災発生から１００年～ 

１ テレビ、ラジオ テレビやエフエム世田谷（周波数 FM83.4MHz）か

ら、区内の地震情報、開設避難所情報、被害状況、生

活情報などの災害情報が発信されます。 

２ 防災行政無線 区内１８９か所に設置された防災行政無線塔からの

放送により、災害情報などが発信されます。放送内容

が聞き取れなかったときは、自動録音された放送内

容（２４時間以内に放送された内容）を 050⁻5536

⁻6957に電話すると、聞くことができます。 

３ 世田谷区ホーム

ページ、SNS 

区のホームページやSNS等で、災害情報などが発信

されます。 

４ 災害・防犯情報

メールサービス 

あらかじめ登録されたメールアドレスあてに災害情

報などが送信されます。 

５ 緊急速報メール

（登録不要） 

配信時に世田谷区内にいる方の携帯電話やスマート

フォンに、避難情報などが配信されます。 

６ 広報車 区の広報車が地域を巡回し、避難情報などが発信さ

れます。 

 

 

日頃から災害に対する備えを行っていますか？災害時の情報収集の方法をまとめました。 

世田谷区防災ポータルの登録を！ 
 

マグニチュード７クラスの地震が今後３０年以内

に約７０％の確率で発生すると推定され、いつか大

きな地震がやってきます。今回は、災害時に情報を

収集する方法について紹介します。 

まずは、区が提供する『世田谷区防災ポータル』

（９月１１日から運用開始）です。このポータルでは、

災害時の「避難情報」、「避難所の開設情報」など

様々な情報を確認することができます。災害のな

い時には日頃の備えに役立つ情報として、避難所

やハザードマップの情報等が確認できるインターネ

ットサイトとなっています。いざという時のために

お気に入り登録（ブックマーク）をオススメします。         

 

この他にも左の表のように、災害時に情報を入

手することができます。災害時の混乱の中では、デ

マが流布されることもあります。デマや噂に流され

ず、その情報は誰が発信したものなのか、正確な情

報なのかを確認することが必要です。  

災害に対する備えを行うには、実際に災害が発

生するまでの時間的な猶予があります。災害が起

きた後では対応に追われ、準備する時間はありま

せん。 

準備ができるうちに水や食料、生活必需品等の

備蓄、家屋の耐震化、家具の転倒防止など在宅避

難ができるように備えるとともに各町会自治会等

の防災訓練、避難所運営訓練へ参加し、災害への備

えを行いましょう。 

 

 

防災訓練に参加してみませんか 

各町会自治会では、定期的に防災訓練を実施して

います。葭根会では９月１７日(日)葭根公園にて、

まちかど防災訓練車、煙中避難、消火器、AED、マ

ンホールトイレ及びスタンドパイプ放水等、体験型

防災訓練を実施しました。 

希望ヶ丘団地自治会でも９月２４日（日）、４年振

りに訓練を実施。けやき広場にて、消火器、スタン

ドパイプ放水、AED、ガス発電機、太陽光蓄電池の

使用法を学びました。 

 

▲消防署職員から説明を 

聞きスタンドパイプを体験 

「安否確認訓練」って？ 

船橋会では、「災害時安否確認カード」を使用し

た訓練を９月２日（土）に実施。防災行政無線から

の「訓練開始の呼びかけ」を合図に、見えやすい場

所にカードまたは黄色い布を掲示。会員の約３割

が参加しました。 

この訓練は、発災時に安全を知らせる一方、救

助が必要な家を見つけ、近所の方々と協力して救

命するために実施しています。 

▲世田谷区 

防災ポータルの画面 

 

▲災害時安否確認カード  

 

避難所運営訓練へ 

各町会自治会は学校等の避難所運営訓練を行

っています。船橋会は７月１日（日）、船橋小学校・

千歳丘高校の２校で運営訓練を同時開催。訓練

は、区の「避難所運営マニュアル」にそって、参加

者が自主的に避難所設営を行うという実践的な

内容。 

 

▲避難所開設のため 

体育館内外の確認をする様子 

参加者はグループに分かれ、防災倉庫、建物内外の確認、マンホールトイレの

設置、受付場所の選定をし、避難所を開設。参加人数は計８０名でした。 

千歳台廻澤町会等は千歳台小学校で１１月１９日（日）、フレール西経堂自治会

等は希望丘小学校で来年２月に避難所運営訓練の開催を予定しています。避難

所運営訓練はどなたでも参加できますので、ぜひ足を運んでください。 

ミニコミちとせ１２３号（令和４年７月発行）では、船橋

地区の避難所、震災時の避難の流れを記事にしました。

世田谷区ホームページにバックナンバーを載せています

ので、是非ご確認ください。 

 
 

１１月３日（金祝）夏のような陽射し

の晴天の下、船橋ふれあいまつりが

開催されました。船橋希望中学校吹

奏楽部のファンファーレが開会を盛り

上げ、舞台発表や催し物、模擬店やフ

リーマーケットなど３０以上の地域の

団体が参加しました。行列ができた出

店も多数ありました。 

コロナ禍前と同規模の盛大な催し

となりましたが、ある出店者は「４年

の間に役員が入れ替わり、お祭を知ら

ない人もいて準備にちょっぴり苦労し

ました。『以前のように』をつないで行

くことの大切さを実感しました」と話

してくれました。 

住民が増加しているこの地域にあ

って、船橋ふれあいまつりもますます

発展していくことでしょう。 

 

 URL 

https://setagaya-

bousai.my.site.com

/ 

 

主な防災情報の収集と提供 

４年ぶり開催 第３４回 船橋ふれあいまつり 

 

 

▲子どもから高齢者まで、笑顔

のあふれる１日となりました。 

 

 

▲希望丘公園にたくさんの人で賑

わいました。はしご車から撮影 
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船橋地区の行事予定 神明神社例大祭 ４年ぶり本格開催―廻澤神社は来年に 

 

 

船橋全域の氏神様である船橋神明神社の秋

季例大祭が、９月２３日（宵宮祭）２４日（本祭）

に行われました。 

小気味のよい船橋囃子（ばやし）が奏でられ

る中、山車（だし）巡行、神輿（みこし）・子供神輿

渡御（とぎょ）などが、他の神社の睦会等の友

好団体の協力を得て、行われました。 

境内いっぱいの露店もこれまで通り、町会、

ボーイスカウト、PTA 等、安心して買えるお店

とあって、ラムネ、焼きそば等を手に、大人も子

どもも、久しぶりの秋祭りを楽しむ様子が見ら

れました。 

一方、千歳台はかつて廻澤と呼ばれていまし

た。その名を今に伝える廻澤稲荷神社には山

車と大太鼓があり、廻澤囃子と共に祭りの主役

です。現在は社殿改修中のため、例大祭は９月

９日、役員による式典が行われました。社殿の

完成は来夏の見込み。来年の例大祭が楽しみ

です。 

 

 
スーパー２店舗閉店 「ドラッグストアの生鮮品、助かる」の声 

 この６月、希望ヶ丘団地内サンヒルズのスーパー「さえき希望ヶ丘食品館」が、１３年間の

営業を終え閉店。「買いやすかったのに残念」と、団地に住む６０代女性。そんな折、今度は

「ヨークマート桜上水店」（桜上水２丁目）が４３年間の営業を終え９月に閉店。身近なスー

パーが２店舗も閉店し、日々の買い物に苦労している、という声を耳にします。 

船橋５丁目の７０代女性は「高齢になり自転車に乗るのをやめたので、少し遠いスーパ

ーまで２０分以上歩きます。買い物の頻度が半分になりました」とのこと。船橋６丁目の８

０代男性は「船橋まちづくりセンターに近いドラッグストアは、肉や魚も扱っているので助

かります」と話してくれました。 

高齢者にとっては、ほんの少し遠くまで歩くのもしんどいもの。宅配サービスやネットス

ーパーもありますが、近所の行き慣れた店の大切さを改めて実感されているようです。な

お、さえきの後には新しいスーパーが１２月中に開店予定です。 

 

船橋希望学舎合同 子どもの安全を考える集い開催 

 ９月１３日（水）希望丘区民集会所で、学舎合同の「子ども安全ボランティアミーテイン

グ」を開催。子ども安全ボランティア、PTA、まちづくりセンター職員など２７名が参加し

ました。 

成城警察署のスクールサポーターからは、子どもに関わる防犯安全情報が共有され、成

城署管内では小学生の万引きが昨年同期比３２.８％増（１５２件）、その中でも２年生以下

が増えているとのことでした。また、SNS 経由で犯罪被害に遭うケースが後を絶たず、保

護者はぜひ子どもたちと日々会話し目を配ってほしいとのことでした。 

続いて各校の情報・意見交換が行われ、子どもを見守る地域のつながりが大きく広が

る機会となりました。 

 

８月２５日（金）、青少年船橋地区委員会子

どもぶんか村のメンバーが船橋まちづくり

センターに集まり「小さな夏まつり」を開催。

地域の小さい子どもたちを楽しませようと

工夫したゲームのお店をメインに、実行役の

児童・生徒もしっかり楽しめるイベントが復

活しました。 

9月18日（月祝）敬老の日には、「総合型

地域スポーツ・文化クラブ ちとふなコ

ミュニティ」の「ちとにこだんす CLUB」

が高齢者施設・有隣ホームでダンスをプ

レゼント。練習の成果を披露した後は入

所者の皆さんと一緒に「東京ブギウギ」

を踊ったり、メンバーの自己紹介に笑い

がこぼれたり、ダンスに合わせて手拍子

したり、楽しいひと時となりました。 

子どもたちから地域へ、笑顔と元気を

届ける活動がまた動き出しています。 

 

 

子どもたちから地域へ  

笑顔のプレゼント！ 
 

 

９月１８日（月・祝）敬老の日には、「総合型地域スポーツ・文化クラブ ちとふなコミュニ

ティ」の「ちとにこだんす CLUB」が高齢者施設・有隣ホームでダンスをプレゼント。練習の

成果を披露した後は入所者の皆さんと一緒に「東京ブギウギ」を踊ったり、メンバーの自

己紹介に笑いがこぼれたり、ダンスに合わせて手拍子したり、楽しいひと時となりました。 

子どもたちから地域へ、笑顔と元気を届ける活動が動き出しています。 

 

 

 
 ８月１８日(金)、船橋まちづくりセンターで日赤奉仕団船橋分団の「暑気払い」と銘打った

団員交流会が行われました。分団初の試み。 

１５名の常任委員は毎月の定例会で情報共有と意見交換をしていますが、一般の団員

とはなかなか機会がありませんでした。そこで分団の活動報告と予定とをお伝えした後、

グループに分かれ、社資募集の工夫や苦労されたエピソードなどを話し合いました。研修

したい内容や将来的な活動の不安など、様々な「本音」を出し合うことができました。 

活動の苦労を共感し合ったり、発展しにくかった話題に広がりが生まれたり、今まで少

なかった研修会への参加希望者がすんなり見つかったりと、成果の多い集まりになりまし

た。持続可能な活動に向けて、新たな取り組みが始まっています。 

 

 

▲神酒所（休憩所）で手打ちをする 

神輿の担ぎ手の皆さん 

 

 

▲今年は社殿改修中 

１１月１４日（火） スマートフォン講座 船橋まちセン 

１１月１８日（土） 

１１月１９日（日） 

知床らうす物産展 千歳船橋駅前 

１１月１８日（土） 希望丘小学校開校５０周年記念式

典 

希望丘小学校 

１１月１８日（土） 船橋希望中学校避難所運営訓練 船橋希望中学校 

１１月１９日（日） 千歳台小学校避難所運営訓練 千歳台小学校 

１１月２５日（土） 砧地域タウンミーティング 成城ホール 

１２月 ９日（土） 船橋会ハッピーコンサート 船橋まちセン 

１２月１６日（土） ミニコミ４０周記念座談会 船橋まちセン 

１２月１７日（日） 子どもぶんか村音楽くらぶコンサ

ート 

成城ホール 

 

１２月１６日（土） 13:30～16:００ 

「船橋千歳台の戦後の歴史を語る 

～大川（烏山川）のほとりに生まれた発展の源」 

今は暗渠となった烏山川の流れる農地は、区画整理を経て市

街地へと変わりました。懐かしい風景、人々の暮らしなどを知る

ことができる貴重な機会です。ぜひご参加ください。 

 

主催    ミニコミ紙「ちとせ」編集委員会  

場所    船橋まちづくりセンター 活動フロア１ 

申込方法 下記番号に電話で申し込み 

       船橋まちづくりセンター ３４８２－０３４１ 

その他   先着３０名、参加費無料 

お話  

鈴木照枝さん（船橋３丁目） 西川立一さん（船橋３丁目）  

亀井重幸さん（船橋５丁目） 野島浩一さん（千歳台５丁目） 

 

ミニコミ紙「ちとせ」発刊４０周年記念座談会 

 

▲敬老の日に有隣ホームでパワーあふれる

ダンスを披露する子どもたち 

日赤奉仕団船橋分団 楽しく交流会 

 

 

おめでとう！希望丘小学校が５０歳に 

 
昭和４９年開校の希望丘小学校が５０周年を迎え、

祝賀行事が続いています。６月１７日（土）は、児童が考

えたプログラムで記念集会を開催。卒業生３人の思い

出話に耳を傾けた後、学校クイズに挑戦し、楽しいひと

時を過ごしました。１１月１１日（土）には、児童、新旧教

職員、保護者、地域の有志等が集まって結成した合唱

団がベートーベンの「第九」を披露するそうです。合唱

では原語のドイツ語に挑戦、ソロパートは音楽専科の

佐々木先生が担当されるとあって、体育館に響く祝賀

の歌声に期待が集まっています。 

 

 

佐々木先生が担当するため、体育館に響く祝賀の歌声に期待が集まっています。 

「記念式典・祝賀会」は１１月１８日（土）に開催。コロナ禍での制限が無くなり、多くの

方がお祝いに集まる予定です。小規模校と言われた時期を乗り越え、今年は５８７名も

の児童が学んでいます。いつの時代も学校と地域が手を取り合い、創意工夫で子ども

たちを支えてきた希望丘小学校。これからも地域の大切な核であり続けて欲しいと思

います。 

 

▲記念集会の「学校クイズ」で

元気に手を挙げる子どもたち 

 

    

 

  

予告 


